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ムモンスジバネゴミムシの記録

虫
深町 宗通

ムモンスジパネコ' ミ ムシ Heterog1ossa formosana
(JEDLIcKA) は本邦ではトカラ列島宝島における記録が
知られているのみで, その他の地域では, 分布の可能性
の強い他の南西諸島を含めても, 記録されていないよう

である。 筆者は佐賀県白石町の有明において, 本種を採
集しているので報告しておきたい。

10 exs., 佐賀県杵島郡白石町有明干拓, 5. vi. 1976
2 exs. , 同 上 , 10. X. 1976

( 〒845 佐賀県小城郡小城町二瀬川)

三宅島における

キポシアトキリゴミムシの記録
深町 宗通

キポシアト キリ ゴミ ム シ Anomotarus stigmula
(cHAuDoIR)は本邦では, 本州・ 四国・ 九州 (いずれも
沿岸地帯) ・ 対馬 (未発表) ・ 薩南諸島・ 八重山諸島 (石
垣島) で採集されているが, 伊豆諸島からはまだ記録が
ないようである。 筆者は次の標本を所持している。

2 exs., 三宅島鋪ヶ浜, 12. V. 1975, 守屋健次採集
末筆ながら, 標本を恵与された守屋建次氏, および文
献の手配の労をいただいた藤田宏氏に深謝したい。
参考文献

A HABU (1967): Fauna Japonica, CarabidaeTruncati-
pennes Group
渡辺・ 相馬(1968) : 学集報, l7 (1)

( 〒845 佐賀県小城郡小城町二瀬川)

シリグロナカポソタマムシの

福島県における記録
矢田 秀雄

シリグロナカポソタ マ ム シ Coraebus kiangsuanus
mgromaculatus Y. KUROSAWAは採集例の少ない種
で, 北海道(札幌)および本州の新潟・ 山梨・ 和歌山各県

下より記録されているが, タイプ標本を含めても計5 頭

が採集されているにすぎない。 者は本極を福島県下で

採集しているので報告しておきたい。

1 ・  福島県南会津郡湯の花 ,2.  vi i i97

,轉沢のチップ工場で, シナノキかブナと思われる直径

20cm位の伐採木に静止していたものである。
なお, 本種の同定は藤田宏氏にお願いした。

(〒174 板橋区取下 1-4-12 オリエンタル察)

ナガハムシ亞科6 種の記録

今坂 正一

日本産ナガハムシ亜科(Zeugophorinae) は, 大野i) によ

ると 1 属11種が知られているが, このうち, 比較的普通

なワモンナガハムシを除く と, ほとんどの極が珍らしい

もののようであるので, 現在筆者の手元にある6 種につ

いて記録を書いておく。 貴重な標本を意与された, 江本

健一, 小倉直樹, 三陰外茂治, 山地治, 渡辺昭彦の各位

に厚く感謝申し上げる。

1. ムナ グ ロ ナ ガハム シ

Zeugophora (Pedritlia) ntgrico11is (JACOBY)
l ex., 長野県蓼科白律高原, 11.  vii i976, 江本健一

採集; l ex., 石川県白山, 17.  iv. 1973, 三陰外茂治採

集; l ex., 岡山県上斉原三ヶ上岳, 31.  V. 1972, 山地
治採集

従来, 長野県などの中部高地および四国で得られてい

る。 岡山の記録はかなり面白いものと思われる。
2. キイロナガハムシ

Z. (P ) graa'fis urn'color (CHUJ0)
l ex., 沖繩本島与那演習林, 10. vi. 1975, 小倉直樹

採集

中条2) により1958年に記1成されたが, その後の採集例

は報告されていないようである。 本極は次種アカイロナ

ガハムシによく似ているが, より細く, 触角は長く, 前

中・ 後肢とも赤褐色で, 次種のように中・ 後肢の一部
が黒くなることはない。 (写真左)

3. アカイロナガハムシ

Z. (P ) var ipes (JACOBY)
l ex., 長崎県雲仙岳, 26. vif. 1975, 筆者採集

次種ワモンナガハムシについで個体数が多く , 分布も

広い。本州・ 四国・ 九州に分布する。
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4. ワ モ ン ナ ガハム シ

Z. (P ) annulata (BALY)
l ex., 排馬県武尊山, 10. vii i972; l ex., 馬県大

尻沼, 16.  vu. 1972; l ex., 岐」11県平湯, 31. V. 1972;
l ex., 鳥取県伯者大山, 17.  vi. 1971; lex., 長崎県雲
仙岳, 26. iv. 1976; 4 exs., 長崎県 1仙岳, 16. vfi.
1977; 5 exs., 長崎県島原市眉山, 9. vfi. 1976; 以上筆

者採集; l ex., 徳島県剣山, 29. vii i969, 渡辺昭彦採

集

北海道より九州までの温帯林~ l暖帯林帶上部で得られ
る。長崎県においては, 島原市眉山および '仙岳で4 ~
8 月に得られるが, 特に雲仙岳では非常に多い。

5. モンキナガハムシ

Z. (P) flavonotata (CHI〔JJ0)
1 ex., 石垣島オモト岳, 2. iv. 1973, 三陰外茂治採集

石fl ・ 西表両1aiで少数の個体が得られている。 前胸は

赤褐色。上翅は一n色で, 黄白色の幅広い紋をもち, 本.IIE
科の種の中では最も美しい色彩をしている。 (写真右)

6. オビモンナガハムシ

Z. (p ) umfaSctata (JACOBY)
l ex., 宮崎県靑井岳,  7. vill i974,  三陰外茂治採集

従来, 本州・ 四国から得られていた。九州よりは初め

ての記録と思われる。

1)  大野正男(1971) : 束洋大学紀要, (13),  pp 31~
126

2) M. CHUJo (1958) : Kagawa Univ. Mem. Fac.
Lib. Arts & Educ., 2 (64)

3) S. KIMoT0 (1964) : Kyushu Univ. J. Fac.

Agr., 13 (1)
4) S. K IMoT 0 & L. GREssI TT (1966) : Pac. Ins.,

8 (2), pp 467~577
(T855 島原市白土町1064)

福島県いわき市の力ミキリ 6 種

大桃 定洋

筆者は, 福島県いわき市において, 興味深いと思われ

る次の6 種のカミキリを採集したので報告する。
1. オ オハナ カ ミ キ リ

Attop1odera (Ko'tea) granulate (BATES)
1 , いわき市江田, 20. vii i977
ノリウッギの花に飛来した。同地は標高200~250mの
所で, 従来中山帶から記録されていた本種が, このよう

な低山地から得られたことは興味深い。 また, 同時に採

集されたヒメアカハナカミキリ ( 2 2 )について
も, 同様のことがいえよう。

(Nov.  1977)

2. タ ケウチホソハナカ ミキリ

Strangalia (Sulcatostrangalia) takeuchii
M ATSUSHITA et TA MANUK I

1 , いわき市江田, 20.  v-n. 1977
ノリウッギの花に飛来した。北海道産の個体と比較す

ると, かなり大型で, 上翅の黄色部も広く , 紀伊半島産

の個体に近い。 本種は, 北海道から九州まで全国的に産

するとはいうものの, 本州における産地は限られてお

り, 富士山, 南アルプス, 段戸山, 紀伊半島などが知ら

れているだけで, 関東地方から束北地方にかけてはまっ

たく知られていなかった。 本記録はこの空白を理めるも

ので, 将来, 北上山地などからも, 記録される可能性を

示唆しているものと思われる。 (写真左)
3. クロ ト ラカ ミキリ

Chief'opho'-us diadema kt‘,-etc ,- a H AYAsHI

2 exs., いわき市江田, 20.  vil. 1977
ノ リウッギのイaこ飛来した。 本個体はいずれも, 従来

福島県下で得られている ssp. inhi rsutus1' とは異なり,
徴毛が黄灰色で, 前胸の一n紋も大きく , 西南日本亜種と

思われる。

4. タ キグチモモブ トホソカ ミキリ

Cteomenes takiguchii OHBAYAsHl
1 , いわき市江田, 20.  vil. 1977
ノリウッギの花に飛来した。本極の東日本における既

産地は, 東京都下奥多摩・ 伊豆半島猫越で, 本記録は北

限を示すものと思われる。 (写真右)
5. ゴイシモモブ ト カ ミキリ

Cai iapoecus guttatus BATEs
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